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新 しい ペ ネ ム 系 経 口 抗 生 剤ritipenem acoxilを 呼 吸器感 染症 患者10例 に使用 し,臨 床的 に検 討

した。疾患の内訳 は,急 性咽喉頭炎2例,急 性気管支炎4例,慢 性気管支 炎1例,気 管支拡 張症+感 染

1例,肺 気腫+感 染2例 で あ った。患者背景で は,年 齢20歳 ～85歳(平 均65歳),男 性1例,女 性9

例 であ った。用法 は1回200mgを1日3回 食後 服用 と し,期 間 は5～14日 で あ った。 臨床効果 は有

効9例,や や有効1例 で有効率90%で あ った。有意 菌 と思 われ る菌 は3株(Streptococcus dysgala-

ctiae 1株 ・Enterobacter aerogenes 1株 ・Haemophilus influenzae 1株)分 離 され たが,細 菌学

的にはH.influenzae 1株 は消 失,他 の2株 は菌交代であ った。

本剤によ ると思 われる随伴症状 は1例 も認 め られなか ったが,臨 床検査値の異常変動 は好酸球の軽度

上昇が2例 に認 め られた。
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Ritipenem acoxil(RIPM-AC)は1982年 にイタ リ

アのファル ミタリア カルロエルバ(社)で創製 され,本 邦

ではファル ミタ リア カル ロエルバ(株)(現 フ ァルマシ

ア(株))と田辺製薬(株)とで共同開発が進め られているペネ

ム系の新規経口抗生物質である。本剤 はβ-lactamase

に安定であり,好 気性のグラム陽性菌,グ ラム陰性菌及

び嫌気性菌などに対 し良好なMICを 示 した1)。 本剤は

食事による吸収率に若干の差異が認め られ,食 後服用 し

た方がAUCが 高 くなるためより良好な体内動態が得 ら

れる。本剤を空腹時に1回200mgを 服用 した時の血中

最高濃度は約2.1μg/ml,血 中半減期 は約0.65時 間,

尿中排泄率は0～24時 間で約11.9%で あった1)。

今回,我 々は平成4年6月 から平成5年4月 までに水

原郷病院に入院または外来を受診 した感染症患者で,試

験開始にあたりあらか じめ同意の得 られた10例 に使用

し,有 効性と安全性の検討を行ったのでその成績を報告

する。対象症例は男性1例,女 性9例 で,年 齢は20歳

から85歳 であった。対象疾患は急性咽喉頭炎2例,急

性気管支炎4例,慢 性気管支炎1例,気 管支拡張症+感

染1例,肺 気腫+感 染2例 であ った。用法は1回200

mgを1日3回 ずっ食後服用 とし,使 用期 間は5～14

日間であった。

臨床効果の判定 は臨床症状,検 査成績,起 炎菌の消長

などか ら総合 的 に判 断 し,著 効(excellent),有 効

(good),や や有 効(fair),無 効(poor),判 定不 能

(undetermined)の5段 階評価 と した。副作用につい

ては治療中の自他覚所見の観察を行 うとともに,治 療前

後 の検尿,検 血,生 化学検査などの臨床検査を実施 し

た。

各症例についての概要はTable1に 示 した。

10例 の臨床結果は有効9例,や や有効1例 であり有

効以上の有効率は90%で あ った。その内訳は,急 性咽

喉頭炎,急 性気管支炎,慢 性気管支炎,気 管支拡張症+

感染例はいずれ も有効であったが,肺 気腫+感 染例 は1

例が有効で1例 はやや有効であった。細菌性疾患 と考え

られた症例の うち,有 意菌と考え られるものが分離され

たのは急性咽喉頭炎,1例,慢 性気管支炎1例,気 管支

拡 張 症+感 染1例 の 合 計3例 で あ った。分 離 菌 は

Streptococcus dysgalactiae 1株Enterobacter aero-

genes 1株Haemophilus influenzae 1株 で あ った

が,細 菌学的にはH. influemaeは 消失 したが他の2株

は菌交代 し,交 代菌 はいずれ もEnterobacter cloacae

であった。

本剤によると思われる随伴症状は認められなかった。

治 療 前 後 の 臨 床 検 査 成 績 をTable2に 示 す。

RIPM-ACに よると思われ る異常変動は2例(症 例1

と症例9)に 認め られ,い ずれ も軽度のEosinophilia

であ り,特 に処置を必要と しなかった。我 々は10例 の

細菌感染症 に本剤を使用 したが,か な り高 い有効率で

あった。本剤は内服剤であることか ら重症例 には使われ

るべきではな く,軽 症か ら中等症の呼吸器感染症に対 し

てはかな りの臨床効果が期待できると推測 された。
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Table 1. Clinical results of ritipenem acoxil treatment

ND: not done NF: normal flora

Table 2. Laboratory findings before and after ritipenem acoxil treatment

B: before therapy A: after therapy ND: not done T-bil: T-bilirubin Neutro: Neutrophil

Eosino: Eosinophil
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We evaluated the clinical efficacy and safety of ritipenem acoxil (RIPM-AC), a neworal penem
antibiotic.

RIPM-AC was administered to 10 patients with respiratory tract infections. Clinical response was

good in 9 and fair in 1 patient.
Adverse reactions were not observed. Abnormal laboratory values were noted in 2 patients

(eosinophilia), but were not clinically significant.


